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資料紹介
アメ1ノカ議会資料CIS資料について
井 浩岩
アメリカ連邦議会は、上院と下院から構成されて
おり、議会への法案の提出は議員のみ与えられた特
権である。法案は議会の法律草案であり、議会での
法案の審議、法成立の諸過程、その社会的、思想的
背景を知りうる重要な基本資料である。連邦議会は、
立法機関であるとともに、各種テーマについての調
査・研究・分析の機関としての役割をはたしており、
その資料は、米国および世界の政治、経済、法律、
社会、文化の研究者にとって極めて重要な情報源と
なっている。
アメリカ連邦議会では、上院および下院の本会議
での最終決定を大きく規定しているのは、約300に
およぶ各種委員会、小委員会および公聴会での審議
である。これらのいわゆる委員会資料は、その出版
点数の膨大さ （1980年では、約3,500タイトル／86
万ページ）のために、現物の出版情報および出版物
の体系的網羅的把握、入手は困難とされている。こ
の議会資料の提供を目的に1970年に設立されたのが
CIS (Congressional lnformationService)社
である。設立以来、 CIS社は、米国議会および政
府刊行物に関するサービスを幅広く提供してきたが、
その中心となる業務は、出版社名と同じCISとい
う刊行物である。 CISとは、米国議会資料の中で
も入手困難である委員会資料をすべて索引・抄録化
して、その原資料をマイクロフィッシュで提供する
システムである。 CISによってアメリカ連邦議会
の上院、下院、各種委員会、小委員会、公聴会での
法案の審議、関連資料の全容、情報を知りうるよう
になった。
連邦議会資料は、一般に次の四つの資料からなっ
ているとされている。
（1） 公聴会資料(Hearings)
法案を審議する委員会は、通常、公聴会を開いて、
提出された法案について広く各界、関係者から意見
を聴取する。公聴会への出席者は、技術・学術分野
の専門家、連邦機関の行政官、公共および私的団体
や個人、代議員達である。公聴会資料は、公聴会の
完全な議事録であるが、そこには法案の原文と質疑
アメリカ議会の上院、下院および両院の各種委員
会、小委員会の出版する全ての資料のマイクロフィ
ッシュ版である"CISMicroficheLibrary" (米国
CIS社出版）が、文部省助成図書として本学図書
館に収蔵された。本学では、既に1972年から1983年
分のCISマイクロフィッシュ版を所蔵していた。
この度、文部省助成図書として、 1984年以降1993年
までの分の収蔵により、 1972年以来の時系列的な全
分野を網羅したCIS資料が収蔵された。アメリカ
連邦議会のCIS議会資料のこれほどの網羅的体系
的所蔵は全国的にも希少であり、西日本の拠点図書
館として、アメリカ研究に関する学内外の研究者に
広く利用されることが期待されている。
筆者の専門は経済統計の研究にあり、アメリカの
統計制度と人口・労働統計の研究をおこなっている。
特にアメリカにおける労働力・雇用・失業統計の形
成と発展についての研究をおこない、統計調査と統
計の正確性・信頼性をめく･る連邦政府の政策と行政
目的、議会の各種委員会での統計にかんする論議
（公聴会、委員会報告、等） を一次資料として利用
している。アメリカ連邦議会資料は、合衆国の統治
機構を前提に、議会における法案の立案、審議の諸
過程についての議会関係資料である。それの深い理
解は主にアメリカ法律学と政治学の分野にかかわっ
ている。筆者はこの意味でアメリカ議会資料の研究
については門外者であり、単なる利用者にすぎない。
以前に図書委員としてCIS資料の収蔵に係わった
関係上、 CIS資料の若干の紹介をおこなう。アメ
リカ議会資料、 CIS資料に関する研究、解説文献
を参照すると、その主たる内容、特徴は以下のよう
なものである。 （文末，参照）
民主主義国家では、議会が主たる立法機能を果た
している。議会が立法府としての機能を果たす過程
で生み出される資料を議会資料という。国家の諸政
策、その法制定の経緯、議案の審議の経過ｶ欝議会資
料として記録され、公表されている。議会資料は、
立法の変遷、法制定にいたる議論、理由を認識する
のに必要不可欠な一次資料である。
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